
　

平
成
21
年
８
月
８
日
㈯
に
「
と
や
の
物
語
２
０
０
９
」
が
と
や
の
物

語
実
行
委
員
会
（
新
潟
市
中
央
区
役
所
、
新
潟
市
南
商
工
振
興
会
、
山

潟
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、鳥
屋
野
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、

女
池
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、亀
田
郷
土
地
改
良
区
）主
催
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
央
区
が
「
特
色
あ
る
区
づ
く
り
事
業
」
と
し
て

２
０
０
７
年
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
鳥
屋
野
潟
周
辺

の
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
都
市

と
自
然
豊
か
な
水
辺
が
共
生
す
る
こ
と
を
目

的
に
水
土
里
の
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
自
転
車

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
葦
船
づ
く
り
・
体

験
乗
船
、
環
境
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

亀
田
郷
土
地
改
良
区
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
た
水
土
里
の
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
夏
の

暑
さ
を
考
慮
し
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り

ま
し
た
が
、
141
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
ス

タ
ー
ト
前
か
ら
会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。
開

会
式
で
は
五
十
嵐
理
事
長
が
「
と
や
の
物
語

は
今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。
過
去
２
年

は
雨
で
し
た
が
今
年
は
よ
う
や
く
晴
れ
ま
し

た
。
鳥
屋
野
潟
を
歩
き
、
潟
の
自
然
に
触
れ
、

鳥
屋
野
潟
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
中
央
区
元
井
区
長
よ

り
「
早
朝
の
気
持
ち
よ
い
天
候
の
中
、
鳥
屋

野
潟
一
周
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。」
と
挨
拶
を
頂
き
、
ス
タ
ー
ト
コ
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
昨
年
と
同
じ
鳥

屋
野
潟
一
周
（
約
8.3
㎞
）
で
す
。
途
中
の

鳥
屋
野
潟
公
園
で
は
新
潟
市
が
行
っ
て
い
る

「
水
と
土
の
芸
術
祭
」
の
屋
外
展
示
作
品
を

見
た
り
、
鳥
屋
野
潟
の
自
然
だ
け
で
は
な
く

芸
術
に
も
触
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。
中
間
地
点
で
は
給
水
ポ
イ
ン
ト
を
設

け
、
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後

に
は
地
域
の
水
辺
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
も
ら
い
、
参
加
賞
と
し
て
Ｊ
Ａ
新
潟

市
提
供
に
よ
る
「
キ
ラ
キ
ラ
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
区
で
は
土
地
改
良
施
設
の
役
割

や
機
能
を
紹
介
す
る
た
め
に
今
後
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
開
催
さ
れ

る
際
に
は
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

亀田郷土地改良区だより⑸　平成21（2009）年10月１日 第　107　号

　曽野木地区は、信濃川に隣接し江南区の西側に位置しています。当
曽野木の地名の由来は、曽川・天野・嘉木の１文字ずつを使って付け
られたといわれています。昭和 23 年より耕地整理が行われ乾田化し昭
和 40 年後半に曽野木団地が誕生し農業と住宅地とが共存する地域とな
り、曽野木全体の世帯数が 3,600 世帯で、人口約１万２千人が生活して
います。
　曽野木工区は、12 分区、約 450 人の組合員で構成され、農地は、田・
畑合わせ約 580 ｈ a の地積を有しています。
　当区の農産物は、トマト・キュウリ・苺・茄子等の生産が多く、球
根（チューリップ・アイリス）の生産と切り花の産地としても知られ
ています。
　地区の活動では、地域用水機能
増進事業を丸潟新田みどりの会・
鍋潟新田フラワー会とで、平成 13
年より行い、清五郎排水路の整備
計画に取り組み、水路の植栽や草
刈などの維持管理をしています。
桜並木やあじさい灯籠祭りが知ら

れており、最近では、水と土の芸術祭で再生湿地でのイベントや、新
潟大学による水田の土壌・生物調査などが行われており、各近辺から
脚光を浴びています。
　曽野木出張所は、曽川にあり旧曽野木村役場の跡地に建っており、
西となりには、新潟市農協南部支店、東となりには、地元出身の浪曲
師 寿寿木米若さんの生家があります。
　各種事業、維持管理に山我工区
長を中心に工区役員、職員一体と
なって取り組んでいきますので宜
しくお願いします。

■理事総選挙
役員（理事）の任期満了（平成 22 年２月５日）に伴う理事総選挙を実施します。
日程及び定数は、次のとおりです。

日　　程 定　　数
日　　程 被　選　挙　区 定　数事　　項 付　　記

平成21年12月４日㈮
第 一 被 選 挙 区 （横　越） １　人

第 六 被 選 挙 区 （鳥屋野） １　人

選挙・投票・開票管理者及び各
立会人を決定

理事会

平成21年12月11日㈮

第 二 被 選 挙 区 （大江山） １　人

第 七 被 選 挙 区 （山　潟） １　人

選挙公告・選挙通知

平成21年12月18日㈮

第 三 被 選 挙 区 （亀　田） １　人

第 八 被 選 挙 区 （石　山） １　人

理事総選挙・当選公告・当選通知 臨時総代会（土改大ホール）

平成21年12月25日㈮

第 四 被 選 挙 区 （両　川） １　人

第 九 被 選 挙 区 （大　形） １　人

当選確定公告 当選辞退〆切り12月24日

平成22年２月６日㈯

第 五 被 選 挙 区 （曽野木） １　人

計 ９　人
新理事就任


